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つ CL2A-44 に着目している。本論文で著者は、バイオインフォマティクス分析により CL2A-44 の標的タ
ンパク質が PARP1 であり、既に知られている PARP1 阻害剤と同様に機能することを見出した。著者は、








44の腹腔内投与がヌードマウス BALB / cの腫瘍サイズを顕著に減少させたという確たる証拠を得たと
述べている。 






               審   査   の   要   旨 
  
本論文は、がん抑制に関わる p53と DNA修復に関わる PARP1の二つの癌関連遺伝子に着目し、１）5-
Aza-dC が p53 の誘導剤として働くこと、さらに、２）CL2A-44 が PARP1 の阻害剤として機能することを
明らかにし、それぞれの癌抑制作用とそれらの分子機構を解析し、論述したものである。著者は、バイオ
インフォマティクス技術と in vitroおよび in vivoの実験成果とを組み合わせることにより、二つの特
定の標的分子を正確に同定し、それらの薬理学的作用の迅速かつ効果的な解析を実現した。本論文は、が
ん治療薬開発のための新しい研究アプローチ法を生物科学的視点から確立したもので、その功績は極め
て大きい。 
平成３０年１月３０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
